
i     t          き ゅうりのうどんこ病1防除体系       |‐

(園試、環境部 )

1  背 景 どね らい t    i               l         ‐

平成 4年 度の参考事項で示 したとお り、ブルームレス台木の普及に伴い、 きゆうりのうどんこ病

は初発時期が早まる傾向にある。また(卓 効を示すとされたEB I剤 に効力の低下が確認され、 こ

れまでの防除体系でも発生を抑えきれない事例が目立ってきた。

しか し、うどんこ病は耐性菌が発現 しやす く、またヽ長期にわたちて防除を必要 とするため、安

全使用基準を守 り、かつ、十分な効果を上げられる体系を組むことは非常に難 しい現状にある。

そこで、耐性菌出現や安全使用基準を考慮に入れた防除体系及び主要品種のうどんこ病抵抗性に

ついて検討 した結果、防除開始時期や有効な防除体系及び品種間差について明 らかになったので参

考に供する。

2 技 術の内容   t           ,

( 1 )ブル十ムレス台木の 「南極1号」では、発病初期(発病案率10 %程度まで)からの防除が必要

である。との際、使用する薬剤は、うどんこ病に卓効を示す薬剤または混用することで優れた‐

効果を示す組み合わせ(平成8年度野菜 ・花き栽培指針のグルニプD2～ 6 )とうどんこ病に効

果があ る殺菌剤 (同指針 のグルニプA～ C )か らの交互使用で防除で きる(図 2‐1、 2 - 2 )。 十

初尭確認が遅 れ、すで に発病葉率が高 くなった場合、卓効 を示す薬剤 を運用 して も防除 ヒき

れないので、葉裏の病斑 に注意 して圃場 をよ く見回 り、早期発見 ・早期防除をす るこ とが大切

であ る。

( 2 )例 年発生の多 い園地で も初発確認直後か らの散布開始で防除 で きる。なお、 圃場 の頻繁4見

回 りが難 しい場合 には 6月 下旬 (早期発生地域で例年初発が確認されてい る時期 )から予防的 に

散布する。 この場合 も卓効 を示 す薬剤 と効果のあ る殺菌剤 を交互 に使 用する(図 2 - 1、 2 - 2 )。

( 3 )現 在栽培 されてい るきゆう りの主要品種 の中で 「夏すずみ」は うどん こ病抵抗性 をもち、他

晶種に比べて発病が少ない。本品種では効果のある殺菌剤だけの使用で防除で きる (図3- 1、

図 3- 2 )。

3  指 導上の留意点

(1 )初発後散布の場合、卓効を示す薬剤か ,使 用 し、伝染源を減 らす。

(2 )き ゅうりは同時期に複数の病害が発生するので、他病害を考慮 して薬剤を選択する。詳 しく

は、平成 8年 度野菜 ・花 き栽培技術指針の 「きゆうり病善虫防除体系マニユアル」を参照する。

また、それをもとに「/j除歴を作成することが望ましい。

(3 ) 9月 以降は感染が少な くなるので、 9月 まで少発に経過 した場合は、 9月 以降の防除を効果

のある殺菌剤だけで行うことができる。
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6 試 験成績の概要
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品種は南極 1号 /ひ か リパ ワー、初発は6/ 2 2

▽、▼ はそれぞれの区の防除開始時期

グループ I:う どんこ病の卓効剤 または混用

で優れた効果を示す組み合わせ

グループH:う どんこ病に効果がある殺菌剤
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自根と接ぎ木の発生消長(平成 6年 )

表 1 自根及び接 ぎ木の初発時期 (平成 7年 度)

うどん こ病 は無防除
号、台木はひか リパ ワー

口発病前からH剤散布(▽)

0完 病前からIH剤 交互(▽)      γ

o発 病初期からH剤散布(▼)

▼完病葉率10%からIH剤 交互(▼)
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図 2- 2  区 別の発生消長 (平成 7年 )
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で優れた効果を示す組み合わせ

グループH:う どんこ病に効果がある殺菌剤
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図3-1晶 種別の発生消長(平成 6年 )
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図3-2品 種着」の発生だ準マキ成 7年 )

初発は南極 1号で6/ 2 1、夏すずみで6/2 9

台木はすべてひかリパワT

散布開始は6/2 1

グルとプI:うとんこ病の卓効剤または混用
で優れた効果を示 す組み合わせ

グループI I :う どんこ病に効果が|ある殺菌剤
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